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研究成果の概要（和文）： 

最終処分場の計画、建設、供用中の維持管理、閉鎖から廃止までの維持管理に着目し、ライ
フサイクルコストを推定した。ミクロ経済モデルにより、最終処分場の社会的枯渇、物理的枯
渇による廃棄物処理サービス需要への影響、廃棄物処理サービス料金への影響、消費者余剰、
生産者余剰への影響を説明することを試みた。最終処分場の残余容量のように環境に対する危
機感を促す情報は、ごみ減量化行動を促すきっかけとなることを示した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

The study presents the results of a survey on the life cycle costs of landfill construction 
and operation, and treatment of leachate. According to the theoretical model and numerical 
examples of exhaustion of landfill sites, it implies that both physical and social exhaustion 
affect the equilibrium variables and the associated economic surpluses, possibly in 
different directions.  
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１．研究開始当初の背景 
わが国の廃棄物処理は、最終処分場という

枯渇性資源が消費し尽されることを回避す
るため、再資源化等をおし進めている。最
終処分場の枯渇性は、土地そのものの枯渇
ではなく、最終処分場の環境リスクが明ら
かになるに連れ、住民の最終処分場の安全

性に対する要求の高まりによって、計画・
建設・運用の各プロセスに必要なコストが
過剰に増大することに起因する社会的な枯
渇といえる。通常枯渇性資源は、代替でき
る再生可能資源の開発により価格の上昇に
歯止めがかかるが、リサイクル技術の開発
進展にも関わらず最終処分コストは増大の
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一途を辿り、廃棄物処理の環境・経済的効
率性を引き下げる一因となっている。 
 
２．研究の目的 

本研究では、最終処分場の枯渇性という視
点から廃棄物処理の環境・経済的効率性を評
価し、今後のわが国の廃棄物行政の一助とす
ることを目的とするものである。そこで、埋
立終了後の期間を含めた最終処分場のライ
フサイクルコストの推計、最終処分場の枯渇
に関する経済モデル、最終処分場の枯渇に関
する市民への情報提供とごみ減量化行動の
分析を行った。 
 
３．研究の方法 
（１）埋立終了後の期間を含めた最終処分場
のライフサイクルコストの推計 

最終処分場の計画費、建設費、供用中の維
持管理費、閉鎖から廃止までの維持管理費の
４つに着目し、全国の最終処分場を対象とし
たアンケート調査によって収集したデータ
を元に、各項目についてライフサイク 
ルコストを算定した。 
 
（２）最終処分場の枯渇に関する経済モデル 

最終処分場の埋立容量が減少する物理的
枯渇の進行や、個人が廃棄物を嫌悪する社会
的枯渇の進行により、廃棄物の排出量（＝廃
棄物処理サービス需要）や経済的効率性を表
す余剰がどう変化するかを評価するため、ミ
クロ経済モデルを用いて分析した。 

 
（３）最終処分場の枯渇に関する市民への情
報提供とごみ減量化行動の分析 

最終処分場の枯渇等、廃棄物処理に関する
危機感を表す情報のようにごみ減量化を促
進すると思われる情報の内容、ごみ情報に関
するデータの集計単位、ごみ情報の提供頻度、
媒体等について、市民がどのような考えを持
つかを明らかにするため、アンケート調査を
実施した。 
 
４．研究成果 
 
（１）埋立終了後の期間を含めた最終処分場
のライフサイクルコストの推計 

最終処分場のライフサイクルコストを推
計した結果、今後、閉鎖から廃止までの維持
管理費が増加し、その割合は 2008年度には、
全体の約20％であったが、2020年度に約62％
まで上昇すると推定された。また、今後最終
処分量が減少しても、直ちには最終処分費用
の減少に繋がらないことを示した。 
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図１ 平均的な最終処分場の LCC 
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図 2 将来の最終処分費用 

 
（２）最終処分場の枯渇に関する経済モデル 
社会的枯渇、物理的枯渇の進行はともに廃

棄物処理サービス需要を減らすが、前者の効
果が大きいこと、廃棄物処理サービスは物理
的枯渇に影響を受けるが、社会的枯渇には影
響を受けないこと、枯渇進行により廃棄物処
理サービス料金は下がること、社会的枯渇に
より消費者余剰と生産者余剰は減る一方、物
理的枯渇の進行による余剰の変化の方向は、
当初埋立容量に依存することを示した。 
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図 3 最終処分場の枯渇が廃棄物処理サービ



スの市場均衡に及ぼす影響 

 
 
（３）最終処分場の枯渇に関する市民への情
報提供とごみ減量化行動の分析 

ごみ減量を促進すると思われる情報の内
容は、最終処分場の残余容量、ごみ処理費用
の内訳、リサイクル量となった。最終処分場
の残余容量のように環境に対する危機感を
促す情報は、住民のごみ減量化行動を促すき
っかけとなることが示唆された。 

図 4ごみ減量を促進すると思われる情報に関
するアンケート調査結果 
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